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要 旨
熟練を積んだ人の技能は 一 般に言葉では説明できない知識であるといわれる｡ しか し, 頭の中にあ
る知識だ けがその人 の技能を造り出して い るわけではない ｡ 使用者が配慮の行き届い た道具を使用す
るとき, さらに, 使用者が配慮の行き届い た作業環境にい るときには, 使用者は明らかに外界にある
知識の お陰でうまく作業が行えるの で ある｡ こう した外界にある知識の活用は, 技能というよりはむ
しろ技術と呼 べ るもの である｡ 本研究で はこうした技術を ｢使用者の技術｣ と解 して , それに つ いて
具体例を基に考察を行 っ た ｡
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｢工芸をや っ て おも しろい ですか?｣
｢当たり前短｡｣
｢どうい うとこ ろが?｣
｢作 っ て い るときには苦 しい こ ともあるが,
完成 したとき の達成感はや っ たも の しか わ
からんよ｡ ｣
｢それは どうい う壮快感です か?｣
｢ - - -
｣
｢そう した幸福感を私が得られるように なる
ために は どの ようにすればよ い か説明 して
い ただ けません か?｣
｢ごたごた質問ばかりせずにや っ てみなさい ,
そうすれば私 の言 っ て い る意味がわかる よ
うになるよ ｡｣
質問者は揚げ足 を取るか の ように
｢先生はい ま 『私 の言 っ て い る』 とお っ しや
い ますが, なにを言われ たこ とになるの で
しょうか?｣
すこ しむ っ と した表情で ,
｢言葉では説明できんか ら,や っ て みれ ばわ
かると言 っ て い るんだ ｡｣
質問者はこ の後さらに食付い て なおも質問
を続けようとするが - ･ t ･ ｡
状況 を察 して , そばに い た先生の 弟子 が ,
か っ て , 先生に言われ たように実際にや っ て
みて , や っ と先生 の 言 っ て いる意味がわか っ
たとい うこ とを盛ん に力説 し, 質問者を納得
させようとした ｡
しか し質問者は さらに ,
｢で は, あなた の わか っ た とい う こ とを私 に
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説明 して い ただけません か ?｣
｢だか ら, 先に先生 がお っ しや っ たように ,
や っ て みればわか るとい うこ とですよ｡｣
｢わた しは
, さきか ら, わかるとい うの な ら
言葉で説明 して くだ さい とお願 い して い る
の ですが?｣
｢ - - -
｣
こ の作り話で は, かく して , 先生そ っ く り
の弟子 ができあがる｡ すなわち, 無言で こ つ
こ つ 仕事を続けるわかりの よ い弟子 たちが生
み出されて いく ｡ 弟子は先生 の技に 一 歩でも
近づ き, そ してで きれば越えたい と願 い 一 生
懸命励む にちがい ない ｡ そういう意味で われ
われ が考えて い る以上に非情な競争社会とも
い える｡ こ の世界は必然と して , 一 つ の共同
体, 徒弟関係と して 技能や造る精神が秘伝化
されやすく なる ｡ それが, 伝来 という形 で受
け継がれて い く ｡ 学校のように言葉によ っ て
で は なく ｡ こ の世界で は ,言葉はか え っ て じや
まなもの と して忌み嫌われるこ とになりやす
い
｡
こうした 一 見変哲もなくよく奉ると思 える
問答が延 々 と続く が, われわれはこれをけ っ
してくだらない とは思わない ｡ ｢語らずともわ
か る｣ というこ とは確かにあるだろう｡ 先の
質問者もそれに つ い て は百も衆知 して いる ｡
しか し質問者や, 工芸 をはじめようとする初
心者は い つ まで た っ ても , 彼らの い う工芸 の
世界に入れて もらえない で 門か ら閉め出され
て い る状況が今日も続くことになる｡ * 1両者の
意見 の相違が起こ っ て くる原因には , 技能と
か技術に関する考え方の相違があると思われ
る｡
田中美知太郎が技術と技能との違 い に つ い
て明確 に述 べ て い る文章が あるの で 多少長 い
が引用 して みよう｡ 『 - - - 世間で は ,技術とい
うも の を, 熟練 とい うようなもの と同 じだ と
考える習慣が ない で はありませ ん ｡ わた した
ちが職人 と呼ばれ る人たちに つ い て , 技術と
い う考えを使 う時などに は , こ の 意味 になり
ます ｡ こ れは しか し区別 しなければならない
点があると思 い ます｡ というの は , 熟練とい
うも の は, 言葉で説明でき ないも の なの です｡
実地にぶ つ か っ て , い つ か自分で悟るこ とが
できるだけです｡ それ は目分量や, 手に とっ
てみる触覚だけで , すぐわか っ て しまうとい
うような, 何か磨かれた感覚のようなもの で
す. 名人芸と呼ばれるも のも, こ の 一 種です｡
だか ら, その ままで は, ひ とに教えられませ
ん ｡ 目分量は自分に しかわか らない こ とで ,
ひ との はまた違うで しょう｡ こうい うもの は,
知識とはなりませ ん｡ 科学や学問の求めるよ
うな知識とはなりません｡ 学問的知識という
も のは , ひとに教えられ , わた したちが学ぶ
こ との できるも の でなければなりません ｡ そ
の教える とか , 学ぶ とか い うこ とは , 青葉で
説明 して分かる ことを前提と します｡ わた し
たちが学校や書物で学ぶ の は, こう した知識
なの です｡ とこ ろが熟練は , たとえば名人芸
で見られるように , こ んなこ とで は学ばれま
せん ｡ それ は書物に書い て説明する とか , 誰
にで も分かるように話 してきか せる というこ
との できるも の で はありません ｡
とこ ろが, 科学技術とか, 工業技術とか い
う場合の技術は, 誰でも学ぶ ことの できる学
問的知識が, 製作とか , 動作とか に結び つ け
られたもの にほかならない の です｡ だ から,
技術の 進歩というような ことも言われるわけ
で , そうい うこ とが言われる場合には, それ
が学問と同 じように , 他から学ばれ , 受けつ
がれて , 改良され, 進歩するもの で ある こ と
を認めて い るわけです｡ しか し名人芸 は, 個
人と共に滅びて しまい ます｡』1)個人と共に滅び
て しまうの だか ら, 言葉に して 説明する必要
がない とあきらめて しまうか , あるい は高を
括っ て しまうこ とは容易い か も しれ ない ｡ し
か し, 名人芸, 匠の 技などと呼ばれ る技能の
中にも知識と して伝え, 教えるこ とが可能な
技術的側面は , は た してま っ たく含まれ て い
な い の か と問う てみ る こ とは無駄なこ とで は
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ない ように思われる｡ これ に向けて の 一 つ の
アプ ロ ー チは, あえて技術と技能とを明確に
区別 して , まず, 技術の方か ら見て いく こ と
で あろう｡ これ に対するわれわれ の取り組み
を示そうとするこ とが本稿の 目的で ある｡
2 外界にある知識に目を向ける
われわれは技術の主たる役割として まずは
｢作業を単純に してくれるもの ｣ と考える こ
とにしよう｡D.A. ノ ー マ ンによれば, 『技術を
利用するこ とによ っ て作業を組み直すことが
で きる し, 技術が ユ ー ザの 精神的な負荷を -
らす手助けをしてくれる可能性もある ｡ 技術
を使 っ た手助けは, ある行為には他のやり方
もある のだと いうこ とを示 してくれたり, 作
業がどんな意味をも っ て い るの かをわかりや
すく したりする ｡ また, どんな結果に なる の
かをも っ と完全に, また理解 しやすい ように
示 してくれたりもする｡』2)こ の作業というの は
確かに製作や製造の 過程 を第 一 次的にイメ ー
ジさせるが, しか し, より広くわれわれ が様々
な道具を使用する際に出く わすこ とまで をも




ようとするも の ではなく, む しろ人間の人為
による工夫によ っ て生み出され てくるもの で
あると考える必要がある ｡ただ し, 人為に よ っ
て 常によ い 工夫がなされる とは限らない ｡ 実
社会で見られるの は技術が機械の 多機能化 を
押し進めて しまい , 反対に使用に際して複雑
さを体験するとい う場面が多くなりつ つ ある
こ とで ある ｡ 多機能な電話や ビデオな どの使
い にくさを想像 してみれば い い ｡
人為による工夫と先に言 っ たが, これは使
用者の ために モ ノ をデザイ ンする, と 一 般的
に称 しても よい だろう ｡ われわれ は これまで
にも ｢モ ノ のデザイ ン｣ というこ とをより拡
大 して解釈し, それ に ｢作業の ための環境｣
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をも含めて考えるようにしてきた ｡ よ っ て作
業環境自体にも作業を簡単にする技術が多数
あらか じめ設けられて いる と考える｡ こ の よ
うな立場 に立 つ とすれ ば, 使用者はうまくデ
ザイ ン され たモ ノ の形 と して の 技術と, それ
らが作業環境の中に適切 にレイア ウトされ た
形 で の技術とい う二 つ の ｢技術｣ に囲まれ て
作業をして い るとい える｡ この 両方の技術に
よ っ て作業が単純になるような状況をこ こで
は考えようと して い る (第4章を参照)｡
こ の 二 つ の 形の 技術の特徴は, どちらも単
体で たとえば物理的なもの として表現された
技術の特徴と して よりも, 使用者に使用され
るという過程で こそ本来の機能を発拝するた
め, 人 とモ ノ と環境とい う形で の技術とを 一
体として考えたシ ス テ ム を分析の単位と して
取り扱わなければならな い とい う特性を持 っ
て い る (第3章を参照)｡
その ために使用者である人間の特性をも同
時に考慮する必要がある｡ こ こで考慮 しよう
とする の は, 人が作業を行 っ て いるとき, ど
の ような知識(技術とほぼ同義に解釈できる)
に基づ いて い るの かということで ある｡ そ の
際ノ ー マ ンが いうように ｢頭の中の知識｣ と
｢外界にある知識｣ という二 つ の 道標となる
知識を区別することが参考となる ｡
普段, 日常的な場面で の われわれ の行動や
作業は, 頭の中の知識と外界にある知識とを
組み合わせ て使っ て い る｡ ただ し, ある課題
なり作業を行うときに必要となる二 つ の知識
の間に はち ょうどトレ ー ドオフ の 関係がある
とい うの がノ ー マ ン の 主張で ある｡
外界にある知識を利用 した作業の場合, そ
れ をわざわざ苦労 して学ぶ必要は ない ｡ その
ために初めて の道具や環境でも容易く, 間違
い も少なく , 作業がス ム ー ズ に行えると いう
特徴がある｡ 外界に ある知識 の 一 例 として ,
タイ プライタ ー の キ ー には文字が印字されて
い るの で キ ー の配置を憶えて い なく て も誰で
もが使える｡ しか し, 外界 に ある知識だけに
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頼 っ て い た の では作業の速度や結果の 質に は
大きな向上が望 めない とい う欠点も持つ ｡
ある作業を何度も繰り返 して行うとか , 作
業の速度をも っ と高めたい というとき には,
作業に関する知識を外界か ら頭 の中に移すこ
とがより有利なる ｡ ただ し, 習熟の ために は
ある期間努力を要する こ とになる ｡そ の結果,
例えばタイ プ打ちの 場合, ス ピ ー ドが速く ,
より正確になる ｡ またタイプする際の 心的負
担が軽減され , 注意を他に振り向けられると
い う利点が 生まれる ｡ 頭 の 中の 知識と外界 に
ある知識 とがト レ ー ドオフ に あるとは こ うい
うことを指して いる ｡
外界に知識 がある という状態は, 人が外界
から情報を抽出する ということであるが, そ
れは 『外界から情報が得られることが確実な
らば, 行おうとするこ との 質を維持できる程
度の 正確さで記憶の 中に情報が コ ー ド化され
て いればい い』3)という意味にもなる ｡ 頭の中
に保持 して おく べ き知識はたとえ最小で あ っ
て も,環境の中で の自分の活動はそれでもちや
んと行われるとい うこ とになる｡ ただ し, 外
界に ある知識をうまく使っ て もの ごとを難な
く処理 して い るという こ とは案外その 当事者
にとっ て は気づ かれ ない もの なの で ある ｡
そ こで別な関心と して , 作業環境や道具が
よくできて いれば, 初心者が慣れな い作業に
従事 したときでも, その作業をうまくやれ た
とき , その 説明をも っ とうまく理 由づ けられ
る可能性が出てくる｡ 例えば, こう した状況
でも初心者は自分が何を して い るか を言葉に
して ちや ん と説明で きない とい うこ とは多分
に起こりうる こ とな の である ｡ だか ら, あえ
て その行動 を言葉で説 明づ けようとすれば ,
そ の説明は外界に ある知識にそ の理 由の 根拠
を探る の がも っ とも妥当な こ ととい えるで あ
ろう｡
しか し, こ れに対 して 一 般に熟練 を積 んだ
エ キ ス パ ー トの場合にさも 長 い 期間をか けて
そ の作業に習熟 したために, 作業に必要な全
行程 の知識が頭 の中に作り上げられ て い る｡
身体が その 作業を憶えて しま っ て, 大袈裟に
い えば｢目をつ ぶ っ て いて も｣ ｢他 の こ とを考
えながらでも｣ で きる とい うような境地に達
して い ると表現される場合が ある ｡ ただ し,
何でもうまくやれる熟練者に彼の行為の 説明
を問い ただ しても, それ を言葉で説明するこ
とはで きない とい われる｡ 熟達者はそれを教
える場合, 文章に して伝える こ とより , 実際
にや っ て見せたり,教えを受けに来た者にや っ
てみ る こ とを強く迫る しか方法 がない こ とが
多い ｡ (こ こ で第1章の話を思 い 出 して いただ
きたい ｡)
こう した熟達の知識 の構造を説明 しようと
して様々 な説が考え出されてきた ｡ *3しか し,
こ こでわれわれが取り上げようとする こ とは,
こ うした見解の 一 つ に荷担 して自論を展開 し
ようとする こ とで はない ｡ 一 方の極に位置す
るような熟達者の知識, い わゆる頭 の中に あ
る知識だけに熟達者の 知識 を限定 して考える
の ではなく , 熟達者自らも作業の 過程で は 強
弱様々 で はあるが , 外界か ら多く の知識の支
援を甘受して作業を行 っ て い る着で ある こ と
に目を向けてみ る べ きで はな い かと いうこ と
で ある ｡ その こ とに よ っ て初心者, 熟達者双
方に説明がつ く行為の 理由に つ い て , 多く の
こ とが言葉で説明が付く領域が広がると期待
できるか らで ある ｡
そこ で まず外界 の知識とい うこ とで何 を示
そうと考えて いる の か を, もう少 し詳 しく見
ておく必要がある ｡ 次章で は人間と外界 との
関わりやや りとりがどの ようなもの で あるか
を心理学的 (こ こ で は使用者の 立場か ら見る
とい う意味である)に探求するこ とに しよう ｡
3 外界の見えに関する若干 の
心理学的考察
こ こで , 初心者や熟練者の 両方 を含む使用
者は彼の外部環境 (外界) をどの ように見て
い る の か に つ い て , U.ナイ サ ー の立場を検討
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してみよう｡ 彼は, 『知覚し, 思考する人 々 が
現に住んで いる世界 の細部に, そ して , そ の
世界が人々 に役立 つ ように して い る情報の微
細な構造にも っ と注意を払うこ とが必 要で あ
ろう｡ われわれは心に つ い て の仮説的モ デル
にあまりにも多く の努力を向けて いる 一 方,
心がうまく適応 してきた環境に つ いて の分析
に関して は十分で ない』
4)という｡ さらに,『･ - -
重要なこ とは , 知覚は認知 と現実世界とが出
くわす接点で あると いうこ とである｡ 私 に は
こ の 両者の出会い がどの ようなも の で あるか
に つ いて , 多く の 心理学者が十分理解 して い
るとは思えない ｡ これ につ い て の 広く い きわ
た っ て い る意見で は知覚者を過大評価する傾
向がある ｡ たとえば, 知覚者は情報を処理 し,
変換し, 再符号化 し, 同化するもの だとか,
ある い は 一 般的に言えば, 無意味な混沌と し
たも の に何か形を与 えるもの と考えられて い
る｡ しか し, こ のような考えは決 して正 しい
とは言えな い ｡ 知覚とは, 進化と同様にまさ
しく環境が実際どの 様なもの か を発見 し, そ
れに適応するこ となの である｡』5)以下ではでき
るだ け具体的な例によ っ て , われ われの 考え
をより明確に してみる こ とに しよう｡
3.1 人と外界
遊園地 の ジ ェ ッ ト コ ー ス タ ー に乗 っ たとき
の こ とを思 い 出 して い ただきたい ｡ ジ ェ ッ ト
コ ー ス タ ｣ が トンネル の入り 口 を入ると, そ
の 瞬間自分 の身体がどんな状態にな っ て い る
かわからなく なり強い 不安感に襲われる｡ や
がて闇を切り裂い て トンネル の 外 - 出たとた
ん, 視界に外 の風景が現れて先の恐怖心から
解き放たれたような気分になる ｡
ゴ ル フ の プ レ ー ヤは グリ ー ン の上で パ タ ー
を自分 の手前に上げ中空か らぶ らりと下ろす
しぐさをよく して いる ｡ こ の ときパ タ ー は地
面に対する垂直線の代わり をしてくれる定規
の ような役目をして い る ｡ こ れによっ て グリ ー
ン の状態 (傾斜, 凹凸, うねり) の情報を得
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られ るからで ある ｡ プ レ ー ヤ ー はこ うした情
報を基に パ ッ テ ィ ン グに入 る｡
真 っ 白な ス キ ー 場 の かなり急な斜面に いる
とき, 自分の 立 っ て いる斜面が どれ ぐら い の
傾斜なの か を知りた い と思 っ たとき , われわ
れは何を頼りに, どの ようにする ので あろう
か ｡ こ の ときス キ ー ヤ ー は足下 の雪面 を見る
よりも, 周囲に立 つ 木立 をみたり, リ フ トの
鉄柱をみてだ い たい推 し量るこ とができる｡
街を歩い て い て急に ゴ ミが目に入り , と っ
さに 目を閉じて しばらく目が開けられなくなっ
たとき, われわれ は本能的に何か寄り掛かれ
るもの を捜し, 手 で触れたもの によ っ て 自分
の垂直を保ちたい と焦るもの で ある｡
こう した例で示されるこ とは, 人間に とっ
て垂直とい う情報は大切で , われわれ自身の
行動が, われ われ の外界の 見えと して垂直情
報に , かなり依存 して いると いうことで ある｡
普通 に して い るときにはほ とんど気づ かな い
の で あるが, 先の ような (ちょ っ と特異な)
体験を したときには, 自分が自分自身の外界
に強く併存 して い たことを思い知る ので ある｡
人は外界からの情報を常に抽出し, そ の情報
に導かれるように して行動 して こそ大過なく
や っ て い ける ので ある｡
より 一 般的に言 っ て , 人は外界や多く の 物
に囲まれ, それ らの放つ 情報に影響を受けな
がら行動を決定して いる ｡ 言 い替えれ ば, 人
は外部環境と切り離せな い 関係に あり, そ の
関係の中で しか行動できない とも言 える｡
次に, 人間にとっ て の外界 (外部環境) の
重要性を今更ながらに認識させられる仕掛け
と して , 二 つ の美術館における作品及 び展示
方法を紹介 したい ｡
3.2 二 つ の美術館における体験
こ こで取 り上げた い美術館の 一 つ は 岡山県
奈義町に新設された ｢奈義町立現代美術館｣
で あり, もう 一 つ は 四 国香川県丸亀市に ある
｢丸亀市立猪熊弦 一 郎美術館｣ で ある ｡ こ れ
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ら二 つ の 美術館はその 設立 の趣旨, 運営, 内
餐, 雰囲気など外面から見た限りで は大した
共通項が見あたらない ｡ しか し, 私が これ ら
二 つ の 美術館を訪れて受けた印象は , これま
で に数々 見てきた他の美術館とは大きく異な
り, 深 い とこ ろで は共通するある強い衝撃を
受けるもの であっ た｡
一 言で表現すれば, 両者とも ｢人 を 一 つ の
環境ある い は空間に包み こんで しまう方法｣
に長けて はいるが,その手法はま っ たく-異な っ
て いるとい える｡ 一 方は, 意識化に眠 っ て い
る人 と外界との関係を人為的に揺さぶり, そ
れを意識上 に引き出すさま ざまな手法を駆使
して い る｡ もう 一 方は, 日常性をとことん追
求し,人 をその 環境の 中で温かく包み込んで ,
一 人 の 人物の作品をさらに理解 しやすく しよ
うとする様々 な工夫が懲らされて い る｡
(1) 奈義町立現代美術館
こ の 美術館は, 3人の現代美術作家の 作品
を展示するためだ けに作られた美術館で ある
(図16))｡ ス テ ン レス の棒を使 っ た彫刻を作
る宮脇愛子 , 非日常的な環境を提案する荒川
修作, そして ｢ひさ し｣ の形態を追及する岡
崎和朗の 3人で ある ｡ 入場者は美術館に入 っ
てすぐに 一 種の違和感を感じる｡ それ は作品
や展示方法にある仕掛けが施されて い るから




正面玄関から入 っ て大きなガラス の ドア を
開けると, 一 旦 ふき抜けの野外に導かれる ｡
そこに は宮脇愛子 の作品が展示されて いる ｡
この彫刻は, 小石 を敷き詰めて , さらに浅く
水 を張っ た水面 の上に 固定されて い る｡ ス テ
ン レス ス チ ー ル の長い 丸棒で作られた彫刻は,
縄跳びの紐の ように弾力を持 っ てたわみ , こ
の美しい 曲線が互 い に交差して 空間を構成 し
て い る｡ 置かれた彫刻は風 で揺れ ながら水面
に映り込み, 映 っ た形 が微風で起こる波に揺
らめいて 美しい ｡
さらに進むと再びガラ ス の ドア を通 っ て 室
内に入るが, 彼女の彫刻は室内まで続 いて 置
かれて い る｡ 野外か ら室内に連続 して設置さ
れて い る ので ある ｡ 彫刻は連続して 置かれ て
い るがそれ を取り巻く環境だ けが変化 して い
る ｡ 室内は天井が低く , 外と同 じように小石
が敷かれ, こ こ に は水 , 風はない ｡ その結果,




あ っ た (図26))｡ そ して その 建築物に入るに
はひ と 一 人がようやく通れるほ ど狭い螺旋階
段を上 らなけれ ならない ｡ こ の螺旋階段は垂
(2) 荒川修作 の作品 の外観
使用者の技術
直で はなく, 僅か に斜めに作られ て い て , さ
らに階段の 内側には黒い ビ ロ ー ドの布が張ら
れ , 闇の 中を手探りで上 っ て いく こ とを強要
される｡ ｢視覚を奪われ ,斜めに作られた螺旋
階段｣ ､ を上 るこ とを強要されると, これまで
行動の拠り所として い た感覚軸は急激に歪 め
られて , 階段 をの ぽる自分の 足音, 手摺に触
れる手 の感触だけが頼りになる｡ こ の ように,
外界の情報を速断されると, か え っ て自分自
身を強く自覚する こ とになる｡ つ まり自分自
身の存在を確認するために , いかに多く の外
界の情報 (垂直 ･ 水平 , 光りなど) によ っ て
自分自身を自覚して い たかとい う事実を思い
知らされる の である｡
さて , これ を上り切ると, 大きな円筒形の
中に出る｡ 不安定な闇を通過 した安堵感は得
られない ｡ こ の 円筒は僅か に斜めに横たわり,
一 方の断面か らグラス フ ァイ バ ー の硝子を通
して淡い 光が差し込んで いる ｡ そして 円筒形
の 内側の局面に は , 龍安寺の庭園がそ っ くり
そ の まま乗り付い て いる｡ 白い砂に つ けられ
た筋, 石 , こ け, 塀の土壁, 瓦など非常にリ
ア ル に作られたこれ らの 立体が重力を無視し
て 平然と左右 の局面に張り付いて , なおか つ
閑寂な雰囲気を作り出 して いる の で ある｡ さ
らに曲面 の床と天井には ｢鉄棒とシ ー ソ ー ｣
が対照的に置かれ て い る｡ 円筒形全体が僅か
に斜めに置かれて い るはずなの に , 水平と垂
直を前提と しなければ成り立たない道具 ｢鉄
棒とシ ー ソ ー ｣ が置かれて , しかも天井に作




荒川修作の作品は , 作品を目の 前に置い て
観賞するとい うような通常の態勢では行 えな
い ｡ 作品の 内側に誘われて 導かれ, 我々 が普
通にはとくに意識 しない で いる垂直と水平 の
感覚軸を コ ン クリ ー トミキサ ー のように撹拝
させられ , その こ とに よ っ て不安感が 引き起
こされる ｡ 外界との 関係がなければ成り立た
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(3) 荒川修作の作品の 内部
ない とい う自分の 存在を, 意図的に自覚させ
る装置の ようである｡ 作品を観賞にきたはず
の 鑑賞者は, 作品を観賞するうちに作品を理




かう｡ この部屋は三 日月形 の細長く天井の高
い空間で , 入り 口 の ドア以外に窓はない ｡ こ
の空間に彼 の作品 ｢ひ さ し｣ のブ ロ ンズが 3
点壁に取り付けてある｡ こ の作品は, 積も っ
た雪が溶けて屋横の 内側に垂れ下がる ｢雪 ま
くれ｣ の形に似て い る (図46))｡
(4) 岡崎和朗の作品展示室
こ の部屋で , カ メ ラの シ ャ ッ タ ー を切 っ た
時, 小さく咳を した時, さらに歩い た時, そ
れ らの動き によ っ て生み出され る ｢音｣ の 大
きさに驚く ｡ 一 瞬何かに襲われ て い るか の よ
うな錯覚に囚われ , 無意識に自分 の全て の動
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き を止 め , 息を殺 して 自分が作り出す音以外
の音を探そうとする ｡真 っ 白な 部屋に は, ゆ っ
く
'
り と溶けて 変形 してレ1く ｢ひ さ し｣ の形態
だけが自分以外の存在と して認 められるだ け
で ある ｡ こ の ことが恐ろ しい静寂をい っ そう
強調 して い るか の ようで ある｡ 意図的に音を
作り出そうと して はい ない の に, 洋服の 擦れ
r
合う青まで が自分に襲い かかり, ｢自分は動い
て い る｣ とい う事実をいや が上にも意識させ
られる ｡ 自分が作り出す音の 全て が増幅され
て自分に反響 してくるの で ある ｡
偶然居合わせ た鑑賞者が, ｢パ ン パ ン｣と手
を打ち, あるい は ｢あ ー , あ ー ｣ と声を出 し
て反響を楽 しんで い る場面 を見た ｡ 自分自身
が音を作り出すこ とによ っ て , 確か に自分は
動い て い る のだ , 生きて いる のだと いう事実
を確認 しようと して いるか の ようだ ｡そ して ,
その ように音を作り出すこ とによ っ て襲い か
か る静寂を打ち破ろうとする行為を, こ の極
端な静寂は強要するの で ある｡再び 一 人にな っ
た自分は, 先に居合わせた無邪気な鑑賞者と
同様に声を出して自分 を確認 した い欲求に強
く駆られた の である｡
(2) 丸亀市猪熊弦 一 郎現代美術館
猪熊弦 一 郎は こ こ 丸亀市の出身で , 世界的
にも著名な絵画家で ある｡ 建物 の 正面に は彼
の絵が壁画になっ て描かれて いて , こ れを仰
ぎながら正面玄関に向かう.｡ 一 階に は彼の仕
事ぶりを収めた画集や図録を販売する コ ー ナ ー
があり, 2階, 3階 - と年代を追 っ て絵画が
並んで い る｡
展示の ス タ ー .トとなる
2階の フ ロ ア ー には ,
彼の仕事ぶりを示す椅子 とテ ー ブル が壁 際に
そ の まま再現 されて置かれ て い る ｡ 机上に は
華や パ レ ッ トなどの画材が置かれ , 正面 には
開かれたまま の画集があり, そ の ペ ー ジの上
に彼 の 眼鏡が置かれて い て , ほん の 少 しの 間
だけ席を立 っ たか の ように彼 の 存在を感じる
の で ある o 少 し斜め に外 された椅子 には絵 の
臭 が飛ん で乾き, ほ つ れた背もたれ の布地が
作者の存在をい っ そう強く感 じさせる ｡ こ の
ような故人 の ア トリ エ の再現によ っ て , ほん
の少 し前までそ こ い て , ちょ っ と席を立 っ て ,
もうしばらくすればこ の場に また戻 っ て くる
ように思えるほ どそれは見事な導引部の 演出
で ある ｡
中央には彼の絵の題材に な っ たと思われる
収集品や, 細か な廃材で作 っ た楽 しい小物が
広 い テ ー ブル の上 に広げられて いる ｡ 集めら
れ たこれ らの 物や, 彼 の手 の中から生まれた
昆虫らしき小物は , 彼 の興味や美意識を見学
者に示すもの と して置かれて い る｡ これによ っ
て彼 を知 らない 見学者にと っ て は, これ らの
創作の 源に囲まれて仕事を行 っ て い た猪熊 の
様子が容易に知れるとい うも の で ある｡ 猪熊
という人物の 輪郭が, 彼を取り巻く生活空間
と 一 体にな っ て鮮明に現れてくる｡ こ う した
展示は美術館の 学芸員によ っ て , 猪熊 という
芸術家像を,彼が生きた実際の生活環境によ っ
て 見学者の 内にイ メ ー ジさせ るために仕掛け
られて いる の で ある｡
展示は見学者の進行順路に したが っ て年代
ごとに配置され , 見学者は ごく自然に彼の 人
生を
"
仕事場の中から (環境からとい っ て も
よい)
''
眺める こ とに なる ので ある｡ まるで彼
の家に伺 い , 彼 の仕事振りをまとめて 見て い
るような臨場感を感じるの で ある ｡
4 なぜ作業がうまくできるの か
人は作業をして い るとき, あるい は作業が
終わ っ たとき , その作業がなぜうまくできな
い の か , あるい は , なぜでき なか っ た の か を
反省するときがある｡ そ して , 得て して作業
が うまくで きない こ との原因を, 自分 の所為
に して しまう傾向があるらしい ｡ *5失敗の原因
を自分 の能力 の未熟さに帰因させるとい うこ
とで あろうか｡ (反対にうまく い っ たときには
それを自分の 能力 と過信する傾向が ある か ど
うか につ い て は , ノ ー マ ン は は っ きりと述 べ
使用者 の 技術
て い ない ｡)
一 般論と して こうした議論を進める こ とに
は今の とこ ろ無理が生 じるの で , 話を作業が
なぜス ム ー ズに進まない の か とい う点に焦点
を当て てみたい ｡ しかも, 事を裏返 して , で
あ っ たら,うまく作業が進んだり,事がス ム ー
ズに運ぶ ときに はどの ようなこ とが考えられ
るの か に つ い て考えて みよう｡ こ こで ももち
ろん , うまく い く原因を作業者 (使用者で あ
り制作者で もある) の頭の 中にある ｢能力｣
で あるとする立場に畢つ こ とももちろん可能
で はあるが, われわれ の立場はこれまで の論
拠 からこ うした考え方, つ まり説明をすべ て




結論を先取り して い えば, 作業がス ム ー ズ
に行える の は, 道具や作業環境がうまく作業
活動を誘導して くれるためで ある こと, さら
には, 作業に入るまで の ｢段取り｣ が十分に
できて い たり, 事前の計画が十分に練られて
い る こ となどにその 多く を依存 して い ると い
うこ とで ある ｡ 決 して作業者個人の 頭の 中に
ある能力だけの結果で はない ということで あ
る ｡
道具や作業環境につ い て は , これまでにも
たびたび主張 してきたこ とで あるの で , こ の
章で は段取りや計画に つ い て新たな説明を試
みるこ とに した い ｡7)まず, 自分でする段取 り
や計画 と, 他者が立てた段取りや計画に沿 っ
て作業する場合とを分 けて考えた方が都合が
よ い の で はあるが, 以下 の議論で は状況か ら
ある程度判断できるもの と期待 して , 特別な
区別 は行 っ て い ない ｡
まず問題が ある の は段取 りや計画に つ い て
の 一 般的な捉 え方で ある｡ 段取 りや計画は車
前に決めた通 りの こ とが後の 実行でそ の まま
一 部の 隙もなく行われて いくとい うイメ ー ジ
が非常に強 い ｡ 段取りや計画通りに い か ない
その ときは , 段取りや計画そ のも の に不備が
あ っ たとみなされ る場合が多い ｡
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しかるに, 工芸などに見られる段取りとい
うの は, 事前に決められたこ とをただそ の通
りにそ の まま の形で行うための も の というよ
りは, 作業環境に自らの制作活動を ｢の せて
いく｣ ために行う｡ 事前に決めるこ とができ
ない素材の微妙な特性や表情と出会っ たとき,
ある い は刃物 の切れ具合な どによ っ て身体に
微妙な動きが起こ っ た とき, そ の 一 瞬を見逃
さずとらえ ｢行為を決める｣ ための 余裕を生
み出すの が段取り の大きな役目で ある｡ 言 い
換えれば, 作業そ のも の に没頭でき, そう し
た瞬間に出会うために準備する こ とが段取り
の大きな役割で あるとい える ｡ こ こと いうと
きにほ しい 道具がなか っ たり, 必要な部材が
手 に入 らない , 道具の調子 がどうも具合が悪
い
, と いうように気を散ら して しまうこ とが
起これ ば, そこ で創作意欲が萎えたり, チ ャ
ン ス を逃 して しまうこ とになりかねな い ｡ 後
でそ の機会を再度取り戻 そうと して も, 何倍
も の精神的努力と時間を要 したり , 悪くすれ
ばそうい うチャ ン ス は 二 度とめ ぐっ て こな い
とい うこ とにな っ て しまうかも しれない ｡ 偶
然の 出会い に鋭敏であるために は, 事前の段
取りは どうして も欠か せ ない ｡ ス ム ー ズにこ
とが運ぶ というの は何も効率よく仕事を進め
るためだ けのも の ではない ｡ 作業の ス ピ ー ド
まで を自分 の創造の 味方に付けるための どん
欲なまで の執念とで もい える｡
段取りは , 内容こ そ異なるも の の初心者に
とっ て も作業がス ム ー ズ に運ぶ こと, 個々 の
作業が単純化されるようにうまく働く役割を
も つ ｡ 先生や指導者によ っ て先回り してお膳
立てされて い るからこそ , 初心者にも若干 の
余裕が与えられ る こ とになる ｡ その 余裕がい
ま行 っ た作業 - の反省や作業の 意味 の納得や
理解に振り向けられる ｡ こう した段取りの 内
容はすべ て言葉に して 説明が可能であるこ と
は い うまでもない ｡ だ から, 段取りに 関わる
知識や経験はれ っ きと した技術で あるとい え
る ｡ *
6道具や環境に込められた段取りや計画性
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の 重要性は どう した場面にそれが現れるの で
あろうか, 次章で はそれ をさらに深く検討す
る こ とに しよう｡
5 道具と作美環境にみる
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5,1 ユ ー ザが配慮の行き届い た道具 を
使用するとき
ユ ー ザが配慮の行き届い た道具を使用する
とき,作業がス ム ー ズ に運ぶ こ とが多々 ある｡
初心者で はこれを意識する ことはなかなかで
きない が, 熟練者ではかなりの ことが意識に
上るはずである ｡ とくに, これまで使っ て い
た道具から新しいものに換えたときなどには,
もしその換えた道具が以前のものよりよくな っ
て いれば必ずその違い に気付くものである｡ (た
だ し, これ とちょうど裏返 しに新しい 道具が
かえ っ て使 い にくくなるというようなケ ー ス
に も同 じような こ とが言 えるはずで ある｡
新 しい道具に換えるとい う場面に は次の よ
うな経緯が少なくとも考えられる｡以前に使 っ
て い た道具 に改良が加 えられ た新製品が登場
し, それに 買い換えて使うとい う場合が 一 つ
ある｡ 他方, ま っ たく違うメ ー カ ー から同じ
ような機能を持つ 別 の機種を購入 して使うと
い うような場合もあるだろう｡ 筆者の 一 人が
経験したこれ ら二 つ の 場合の体験を以下に詳
述する｡
(1) メ ジャ ー (巻き 尺) の例
1991年に購入 したメ ジャ ー に は使用 に対応
して 次のような機能が備 わ っ て い る｡
･ キャ ビネ ッ トの 内側 の寸法や , 柱と柱の 間
の長さを測定するこ とがで きる (図5)｡
･ 任意の半径 の 円弧を描く こ とができる
(図6)｡
･ 任意の長さで切断 しようとするとき, そ の




(7) 直角の マ ー クを付ける機能
･ メ ジャ ー を引き出 したとき, 巻き戻りを ス
トッ プさせ る機構がつ い て いる ｡
･ ボデ ィ ー の色彩が鮮やかで , 煩雑 な作業環
境の 中でも発 見 しやす い ｡
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また, 故障や破損が生じた場合, こ の商品
を扱 っ て いる道具店で新品と交換 してくれる
というシ ス テ ム も購入 の動機とな っ た.-
これだけをみて もこ の メ ジャ ー がかなり優
れた製品で あるこ とに気づくであろう｡さて ,
1996年に再び同店を訪れて , 同 じ商品を手 に
したとき, そ の数カ所に改良が加 えられて い
季ことに気づ いて新たに購入 した ｡
まず図8 を見て い ただきた い ｡ もの の内側
の寸法を測るときに必要な鋼の板は, 通常メ
ジャ ー の側面に沿っ て曲がり, 小さな隙間に
差し込まれて 収ま っ て いる ｡ この鋼の板の 先
にはこれ を取り出すときに手がかりとなる小
さな曲がりが作られ て い て , これに指をか け
る ことで取り出しと収まり の動きを行うこ と
ができる (図 9)｡ 古い方の メ ジャ ー で は , こ
の手 がかり となる曲がり部分が何か に触れて
はずれ, 思い がけず飛び出す辛があ っ た｡ ま




の突起が体に触れ , 小さな痛み を感じること
があ っ た｡ 新しい商品で は, この 曲がり部分
の両脇に突起を設け, こう した問題 の発生 を
防い で いる ｡
次に図10を見て い ただきたい ｡ この メ ジャ ー
の ロ ー ル を引き出す時には,右手親指で ス トッ
パ ー の ボタ ン を押 して解除 しなが ら, それと
同時に ロ ー ル の先端部に作られた突起に左手
親指を掛けて引き出すので ある｡ しか しこ の
時, 右手親指と左手親指が - カ所に しかも同
時に集まるこ とになる ｡ そ の結果, 左右の親
指がぶつ か っ て窮屈な動きを強い られる の で
あっ た｡ さて図11の - 印で示 した箇所を見て
いただきた い ｡ 新 しい 商品で は, ス ト ッ パ ー
のボタ ン の押 し込み部分 の 向きを変え, さら
uO) メ ジャ ー を引き出す指の窮屈な動き
(ll) ボタ ン の 押し込み部分と凹部分
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に ロ ー ル を引き出す突起に親指の腹が容易に
掛かるように周辺 に作られた凹み の深さを深
くする改良あとが見られる ｡ こ の 改良によ っ
て , 両方の親指に適当な距離がで き, それぞ
れ の動きがス ム ー ズに行えるように な っ て い
た の で ある (図12- 印)｡
(1カ 改良品のメ ジャ ー 取り出しの様子
しか し古い方の 商品で も使用 に対応 した工
夫が盛り込まれて いて , たとえこれ らの 点に
つ い て 多少 の不便は感 じて い て も, 慣れる こ
とで 受け入れ て使い こな して い たの で ある ｡
とこ ろが新 しい商品を手 に して , そ の改良の
意味が理解で きた とき, 慣れるとい う努力 か
らも解放された思 い が した ので ある｡ * 7
(2) ハ ン ドル 一 夕 - の例
筆者は1991年に行 っ た海外研修 の場で , そ
れまで使用 して い た ハ ン ドル 一 夕 - とは別 の
機種を使用する体験を得た｡ ハ ン ドル 一 夕 -
とは , 任意の幅と深 さの溝を切削する電動工
具で , 家具や建具などの 比較的高い加 工精度
を必要とする切 削に用 い られ , 微妙な切削寸
法調整を必要とする ｡ こ こ で は筆者の体験 し
た2 つ の機種A とB(図13)に つ い て 次の 3点
を比較 して みた い ｡
(a) スイ ッ チ機構
(b) 切削寸法調整機構
(c) 排塵機構
(13) ハ ン ドル 一 夕 - の 2機種
(a) スイ ッ チ機構
ル ー タ ー Aの スイ ッ チはル ー タ ー 本体に取り
付けられて い る｡ ハ ン ドル 部分に近い位置に
設けられて い て , ス イ ッ チのO N･ O F Fが行い
やすく設計されて いる｡ そ して ハ ン ドル を握っ
た指の どれか を使 っ てO N･ O FFの作業をしな
ければならない ｡ しか しル ー タ ー ビ ッ ト (専
用刃物) 交換時に , 電気 コ ー ドが絡ま っ て思
いがけなく スイ ッチがO Nになり大きな怪我を
招きやすい ｡ 一 般に, こう. した事故が起こ る
ことを予想して , 十分に気 を付けて作業 しな
さ い と ｢しつ ける方法｣ で これ を予防しよう
とする ので あろうが, ル ー タ ー B で は, そ の よ
うな事態が決 して起こ らない ように予め設計
されて いる ｡図14の 比較を見て い ただきた い ｡
ル ー タ ー A の場合に比 べ , ル ｣ タ - B ではスイ ッ
チ を ハ ン ドル の中に設置 して , しかも 2段階
の操作をしな い限り駆動 しない ｡ 最初の押 し
ボタ ン 株安全装置の解除で あり , 2 つ 目 の 引
きボタ ンが回転 のON I OFF を行 うので ある ｡
こ の ス イ ッチが ハ ン ドル に取り付けられて い
るために , ル ー タ ー を持 っ て切削する構 えの
まま開始 と終了を行うこ とが できる｡
さらに , ル ー タ ー Aで は スイ ッ チをONに し
た直後 , 刃物 の 回転が 毎分22,000回まで 一 気
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仏D ハ ン ドル 一 夕 - B の 2段階ス イ ッ チ
に立 ち上がる｡ こ の ために切削開始時には強
い反発力を受けて本体にぶれ を生じる｡ 一 方
ル ー タ ー Bで はス イ ッ チを入れた後,緩やか に
回転が始まり毎分24,000回転まで徐々 に立ち
上が っ て いくために本体 - のぶれは全くない ｡
(b) 切削寸法調整機構
ル ー タ ー Aの切削寸法調整機構は図15の よう
にネジ山の切られたボル トが回転するこ とに
よ っ て上下する機構で ある｡ 回転つ まみは本
体の 凹部分に設置されて い るために, 指の掛
かりが′J､さく回転させる ことが非常に困難で
ある｡ 一 方ル ー タ ー Bでは図16のように側面 に
作られた大きなっ まみ を回転する事によ っ て
垂直の バ ー を上下させる機構で ある ｡ そ して
つ まみにき ざまれた目盛りが切削の深 さを示
して いる｡ 使用者がさらに微妙な調整を必要
とする場合, 垂直方向に上下するバ ー の 上に
微調整つ まみが設けて あ.る｡ そ して設定 した
寸法を固定 したい ときには, ロ ッ ク機構によ っ
て バ ー を固定する ことができるの で ある ( 図
17)｡
uS ル ー タ ー A の切削寸法 (10 ル ー タ ー B の切削寸法 (1O 微調整つ まみ と ロ ッ ク
調登 つ まみ 調整 つ まみ
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(･c) 排塵機構
ル ー タ ｣ Bにだけ設けられて い るのが図18に
示す排塵機構で ある ｡ 切削によ っ て排出され
る塵娃細かく空中に舞い 上がり , 作業環境を
悪化させ る｡ こうした状況を避けるためにこ
の塵排出口 に掃除機の 吸引口 を接続 して塵の
散逸を防ぐこ とができるの で ある｡
(18) ル ー タ ー B の排塵機構
5.2 ユ ー ザが配慮の行き届 い た作業環境に
い るとき
テ レ ビで放映される多く の料理番組で は,
時間の か かる場合には事前に加 工され た食材
が脇か ら持ち出されて料理 の 流れ をつ ない で





れ て い る食器棚から器を取り出して盛りつ け
る場面まで が映し出される｡ こ うした動き を
連続 して 見たとき , 始めて調理人の 動きが台
所空間における道具の配置の全てと 一 体にな っ
て なされ て いる こ とに繋付かされる ｡
こ の配慮は , 熟練 した ユ ー ザ ー の 経験をも
とに作り出された工夫で あり, こ の 設計の 方
法は作業をス ム ー ズに行うための技術である｡
｢第2章外界にある知識に 目を向ける｣ で述
べ て きたように , 作業環境自体にも作業を簡
単 にす る技術が様々 な形で用意されて い るの
で あっ て , その技術は言葉で説明する事がで
きる｡ そ して こ の技術にさも うまく使えるよ
うに形 をデザイ ンする技術と, 作業環境の 中
にそれ をどの ように設置 (配置) するか とい
う技術がある｡
こ こ では木材工芸 の指導現場で ある実技室
に用意された道具やその配置に焦点を当てて ,
それ らがどのような考えに基づ い た配慮なの
か を次の 3点 に絞 っ て解説 して みたい ｡
(a) サ ン ドペ ー パ ー
(b) 模型
(c) 流し台
(a) サ ン ドペ ー パ ー
木材工芸の 実技室 に は裏面に接着剤 の つ い
たテ ー プ状のサ ン ドペ ー パ ー が用意されて い
る(図19)｡ 平滑な面や曲面にサ ン ドペ ー パ ー
を掛けるとき, それぞれ の 面 の形状に応 じて
型木を作り , それ にサ ン ドペ ー パ ー を張り付
けて使用する事ができるように配慮 したも の
で ある｡ こ のサ ン ドペ ー パ ー のための ホル ダ ー
制作に関 して は, 次の 点に工夫がこ らされて
い る｡
･ - つ の ロ ー ル を使い き っ たときは, 芯を取
q9) サ ン ドペ ー パ ー の ホ ル ダ ー
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り出して新 しい もの と取り替えられる ( 図
20)｡
･ 作業に必要な長さをトイ レ ッ トペ ー パ ー と
同 じ要領で切り取る こ とができる ( 図21)｡
･ 6種類の粒度の ロ ー ル を縦に並 べ , 必要に
応 じて選択する辛ができる｡
･ 各 ロ ー ル の横には, それぞれ の粒度を数字
で表示 して いる (図22)｡
･ それぞれ の粒度がどんな手触りなの か を知
るために触れて確認する ことができるよう
にサ ン プル が張られて い る (図23)｡
･ サ ン ドペ ー パ ー ホ ル ダ ー の側には, 補充の
ための予備が用意されて い て作業を中断せ
ずに済む｡
㈱ ロ ー ルを取り出した様子
Cn) 必要な長さに切り取る様子
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･ ホル ダ ー の 底には穴が開けて あり剥離した
粒子を掃除しやすくな っ て い る (図24)｡
¢カ 数字での表示
e3) 指先で触れ ることの できるサ ン プル
伽) ホ ル ダ ー の底に作られた穴
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(b) 模型
模型の 重要性に つ い て は論文 ｢工芸技法 を
伝える模型と教材 の 役割｣
8)の 中で ｢模型はど
のように作る べ きか｣, ｢模型 ･ 教材に つ い て
の新し い考え方｣ と して詳 しく その在り方を
述 べ てきた ｡◆木材工芸実技室に置かれ たこれ
らの模型は次の ような点に配慮されて作られ ,
そ して配置され て い る｡
･ 一 つ の部材加 工 につ い て その加工 手順 を細
かく分け て模型 にして い る｡ ユ ー ザ ー はそ
の中か ら小さな差異を見て取り, 作業工程
を知ること_ができる (図2さ)｡
･ 切削の途中で 刃物を止 めて切りくずを残 し
て作られて い る｡ こ の模型からは, 刃 の進
む方向や切削面 の仕上がり の様子 を見るこ
とができる｡
･ 手で触れて , 外して中の構造を見るこ とが
で きる (図26)｡
･ 作業環境に常設されて い て , い つ でも見る
こ とができる (図27)｡
･ 高い 精度で作られて いて , 実際の 作業にお
ける正確性の 目安とする こ とができる (図
28)｡






木材工芸に おける流 しの 役割は, 刃物の研
磨作業時における使用者の 動きに対応 した設
計とな っ て い る｡ こ の 設計の中で工夫 した点
は次の とおりで ある｡
･ 砥石 の取り出 し, 収納が容易にで きるよう
に高さと位置を考えて ある (図29)｡
･ 蛇口 が砥石 の上 に移動できて , 砥石 に直接
水を流すこ とがで きる (図30)｡
･ 照明は天井から吊り, 使用者の体格によ っ
てそ の高さを変える こ とがで きる ( 図31)｡
･ 砥石 台は使用者 の体格に応 じて上下させる
こ とがで きる
･ 流 しの 正面に設けた砥石置き の棚は, シ ン
ク内に向か っ て傾斜させ , 水切りを良く し
て い る｡
･ 流 し台の シ ンク内には煉瓦を敷き, 照明の
反射を防ぐと共に流 し本体に重量を持たせ
て流 し全体の安定を計っ て いる ｡
･ 流しの横には収納棚を設け, 研磨作業に必
要な道具を収納するこ とができる ｡
･ 研磨作業に必 要なタオル は, 暖房機器の真
上に掛け, 乾燥させる こ とができる(図32)｡
㈱ 作業者が砥石を取り出す様子
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㈱ 砥石 の 真上 に水を加 える様子
01) 天井から吊られた周明
¢カ 暖房機器と対応して作られたタオル 掛け
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5.3 使用者の技術
｢使用者の技術｣ でわれわれ が意図 しよう
と した具体的な事実とは , 上記 の5. 1と5.2で
述べ られて い るような例から 一 般化 される｡
これは第2章で述べ た こ とを再度確認するこ
とに結び つ く ｡
5. 1 に見られたような道具にみられる使用者
- の配慮は それ を考えて い る人がまさに存在
し, なぜそ のような道具 を設計 し開発 したの
か と問えば, 必ずや明確な言葉に よる返答が
帰 っ てくるはずで ある｡ 道具 の 製品開発者が
最も望んで い る使用者は, そう した道具提供
者側の 道具 に対 して 注いだ意図を理想的な形
で使用 してくれるこ とではない だろうか ｡ で
きればそ の使用か ら得られた貴重な意見をフ
ィ ー ドバ ッ ク して ほ しい と強く望んで いるは
ずで ある｡ 道具がよくな っ て いく とは道具 の
使用者側 と開発者側 との 道具をよく して い こ
うとする絶え間の ない相互努力の たまもの で
ある｡ 9)こう した両者間の ｢交通｣ は通常言葉
を介 して行われこ とが自然なの で ある ｡ お互
い の言うことが理解できて こそ次の 改良 - の
確か な指針となるの で ある｡
また , 5. 2で は, 作業環境と使用者の 関係が
各々 別 々 にわ けて理解できるというようなも
の で はな い こ とが強調された｡ 技術というも
の を道具を使うテ ク ニ ッ クなどに限定する考
え方 か ら, 人間 と作業環境を 一 体(シ ス テ ム)
と して 考えるように しなければならな い ｡ 使
用者とそ の環境を 一 つ の も の として 見るとい
う こ とは , それを外部か ら観察する人 の存在
をどこか で想定するこ とになる｡ その 人にと っ
て は , 使用者の 内面的なこ とにはむ しろ関わ
らなく て も, 全体的に起 こ っ て いる こ とを記
述でき , 作業環境をどの ように設計すればよ
い か を考える こ とができ る ｡ そ の考えたこ と
は技術 と同様に, 誰に でも理解できる言葉に
よ っ て 説明で きる こ とは当然 である ｡
6 おわりに
科学技術という言葉に代表される ｢技術｣
という言葉と, 熟練者や匠などに結び つ けら
れて い われる ｢技能｣ とい うこ とをこ れほ ど
まで に峻別 して考える べ きで あるとい う伝統
は プラト ンに は じまる西洋の知識 の伝統で あ
る ｡
工芸とい う世界を日本特有の 世界観とだけ
結びつ けて 考えようするこ とがなければ, 工
芸を言葉で教え, 伝えるこ とができるもの と
して, 技術の位置にまで押 し上げようとする
努力が決 して工 芸を歪めて しまうとは決めつ
けられ ない はずで ある｡ 科学技術をイ メ ー ジ
させる ｢技術｣ 観とはまた違 っ て , 使用者が
配慮の行き届 い た道具を使用するとき, さら
に , ユ ー ザが配慮の行き届い た作業環境に い
るとき に役立 つ 技術はまさに｢使用者の技術｣
と呼ぶにふさわ しい ｡
本稿の 表題 を ｢使用者の技能｣ と しなか っ
た理由はこれまで の 論述で ほぼ明確され たこ
と思われる｡ さらにまた表題 を ｢使用者の た
めの技術ある い は技能｣ とも しなか っ たの に
はわけがあっ た｡ 一 つ には, 使用者に あたか
も使用 の ための テ ク ニ ッ クか何か を教えると
いうイメ ー ジを持たれる ことを避けるためで
あ っ た｡ また, 使用者の技術というこ とで ,
何か われわれ の 目的を実現する機械や道具 を
造り出すようなモ ノ と して技術自体の諸 に終
始するの で はない か と受 け取 られる こ とを避
けたか っ たか らで ある｡ もちろん表題 を ｢使
用者の技術｣ と したとこ ろで , 必ず しもわれ
われ の意図するも の がだれ にで も理解される
と簡単に期待されるわけのも の でもない ｡
さて今後 , 自分が作業を して い るとき , 仕
事 をして いるとき , も っ と普通に何か行為を
して いるとき, そ の , 作業 , 仕事 , 行為なり
が ス ム ー ズ にうまく運ん で い る こ とに気づ い
たなら, その 理 由なり原因なりが どこに ある
の かに注目を払 っ て い ただきた い , とい う の
使用者の技術
がわれわれ の 要望で ある｡ それ をすぐに自分
の 能力とばかりにはせずに, 作業, 仕事, 行
為 に 関係す る外 環 境に ある 人 工 物や 環 境
(su m u ndings), それ に助けてくれる他者が
有りは しない か を 一 度考えてみて い ただきた
い ｡ き っ とその理 由の 一 部にそうした物, 環
境, 他者が入 っ てくるはずで ある｡
そうした発見 をしたときわれわれは素直に,
何かの ｢お陰｣ で あるとはっ きりと感 じる の
で はない だろうか ｡ しか し, そうした感じを
ただ の お陰で あるとい う ｢感じ｣ に止 める の
で はなく , も っ と多く の人にもわかる言葉で
表現される必 要がある ｡ ｢お陰｣ の理由や原因
をもっ と多数の人が共有できるような知識(技
柿) として 顕され なければならな い ｡ こ う し
た知識は ｢使用者 の技術｣ と呼 べ るの ではな
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い かというの がわれ われ の主張である ｡ 工芸
もこう した使用者の技術に貢献してきたし,
これ からもそ の要望に応えて い か なけれ ばな
らない ｡ さらに工芸は ｢使用者の技術｣ とい
うもの のうえに, ｢美｣も付加 しなければなら
ない という使命をもっ て いる とい えるで あろ
う｡
とこ ろで , 上述した状況とちょうど逆 の状
況, すなわち, 作業や仕事や行為がス ム ー ズ
にうまく運ばない とき には, 上で述 べ た こ と
をちょうど裏返 しに したこ とがい える の であ
る｡ よいもの はさらによく , 悪 い もの は改善
するとい うアプ ロ ー チで ｢使用者 の技術｣ を
高めて いく というの が, われわれが取り組む
べ き課題で あると考える ｡
注 釈
* 1 本稿は 日本的な伝統工芸を全面否定することを目的とするもの で はない ｡ われ われは名工 , 名
匠が制作した作品がすばらしい もの で あれば賛美を惜しむもので はない ｡ ただ し, そうした作品
をこれからその道に入 っ て 修業を積もうとする人に対して教授するときによくある次の ようなこ
とには賛成できない ｡ それはその分野における名品を鑑賞するようなときによく見かける ｡
これから素晴らしい作品をみるとい うような先入観を鑑賞する側に事前に与えすぎて , 鑑賞の
場が賛美の場に知らず知らずに変質して しま っ て い るようなケ ー ス が見受けられ る｡ 作品を詳細
に解説する側も, その技術の粋と想像を絶する手間を強調する｡ 作品を造り上げる際に要した心
構え, 技能, 手間, 素材に関する蕗蓄 (うんちく) は, 聴くもの観るものを圧倒させて 余りある｡
しか し, われわれが考えるに, こ こには現実の生活がない ｡ それを見る学生は, 自分も作 っ て
みた い とか, 日頃の 生活の中で使 っ て みたい とはもはや考えて い ない ｡ そこにある作品は現実の
生活を越えた賛美の ためだけに存在する｡ ｢い い物を拝ませ てもらっ た｣と い う満足感で自らを納
得させ る｡ ちょうど美術工芸がガラス ケ ー ス の 中でだけで意味を持つ 特殊な世界に祭り上げられ
て しまうかの ように, 鑑賞の ための作品は, 教える側が教えを希うもの を威圧する道具と して利
用されやすい ｡ あたかも両者の 間にある技能の 開きだけを誇示するかのように｡ 筆者らはこう し
た風習を断じて受け入れ るわけには い かない ｡ 作品に込められた作者の 圧倒的な蓄積をも っ て他
を屈服させる の でなく, 参考に供せ られる作品は, そ の創作にあた っ て 必要な知識を, (技能で は
なく) 技術を, 美を感 じる点を, 文化 の も つ 意味を, 他者と共有するために披露されなけれ ばな
らない の で ある｡ で なければ, 単に ｢伝統工芸 っ て凄い んだなあ｣ で終わ っ て しまうの で はない
だろうか ｡
* 2 坂本賢三 に よれば,人間は道具を使うこ とに よ っ て もの を作 っ て い るの であるから, 『人間は外
的な自然と 二重に関係 して い る ので あるが, そ の 両方に技術が必要で あり, 技術が働い て い る｡
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作り方だ けでなく , 使 い 方も知らなくて はならない ので ある｡ 』
( 坂本賢三 : ｢先端技術ゆく え｣ 岩波新書, p. 29, 1987.)
* 3 M . ボラ ン ニ : ｢個人的知識｣, 第4章 ｢技能｣.
生 田久美子 : ｢ ｢わざ｣ か ら知る｣, 東京大学出版会, 1987.
Ⅲ . L, ドレイ フ ァ ス ,S.E. ド レイ プ ア ス : ｢純粋人工知能批判｣, ア ス キ ー 出版局など
* 4 マ テ リア ル ワ ー ル ド ･ プ ロ ジ ェ ク ト, 代表ピ ー タ ー ･ メ ン ツ ェ ル , 近藤真理 ･ 杉山良男訳 :
｢地球家族 一 世界30か国のふ つ うの暮ら し - ｣, T O T O出版, 1994.
* 5 D. A . ノ ー マ ン, 野島久雄訳 : ｢誰の ため の デザイ ン?｣, 新曜社, 1990, 第1章参照.
* 6 近代産業に おける工業製品を作る場合にも, こうした意味で の段取りや計画 の 重要性に も っ と
関心 が払われ て もよさそうに思える の で あるが , 実際に見られるの は計画されたもの がで きうる
限り設計通りに加工され るこ とを理想に して い る ｡ そ のた めに加工 の現場には正確性と繰り返し
とを最も効率的に行う機械力が導入されやすい の で ある｡
* 7 道具に対する慣れや, 一 般的な意味で の習慣の 問題 は重要で ある の で , 別稿で議論するこ とに
したい ｡
* 8 N H K教育テ レ ビ番組, ｢今日 の料理｣, 20分で晩御飯
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A BST R ACT
Itis sai d tha theskillof the cr afts m anisgeneralyco mpris edof an abstr actkn o wledgeba s e
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